
中学校 教科【 国語（書写）】 単元【知識・技能】点画の連続と省略「平和」

使用する
ICT機器 ＰＣ、タブレット等

使用するアプリ・
クラウドサービス等 Google Classroom等

クラウド
の活用

□教材の配布・回収等 ☑資料等の共有
☑生徒の学習状況の把握 □その他（ ）

ICTを活用した国語（書写）の授業

本時の
ねらい 行書の点画の連続と省略を理解して書こう。

主な学習活動
（学習場面）

ＩＣＴの活用・留意点等 評価

導入

○前時の振り返
りをする

○本時の課題を
確認する

クラウド上に保存している作品を見て、前
時の学習を振り返り、行書の特徴等につい
て確認する。

「平和」の楷書と行書を比較し、点画の連
続や省略について確認し、本時の課題を把
握する。

展開

○解決の見通し
を確認する

○試し書きをす
る

○追究する

○成果確認をす
る

クラウド上に保存している範書動画を見な
がら、本時の課題解決の見通しを確認する。

毛筆で試し書きをし、
作品を撮影し、クラウド上
に保存する。

「個の課題」をもつ（クラウド上に保存し
た作品の画像に、描画ツールで課題部分に
印をつけて提出する。

課題解決に向けて毛筆で追究する。クラウ
ド上に保存している範書動画を繰り返し再
生し、確認しながら追究する。

課題解決できた作品を１枚選び、撮影し、
クラウド上に保存する。

クラウド上に保存した試し書きと選んだ作
品を比較しながら、追究の成果を友だち同
士で確認する。

【知】点画の連
続と省略を理解
して書くことが
できる。

終末

○本時の振り返り
と次時の予告

フォームで作成した振り返りシートに自己
評価を回答する。

（自動集計結果を教師が確認する）

主体的・対話的で
深い学びのポイント

ICT活用のポイント

クラウド上に保存した教師等の範書動画を活用し、生徒が確認した行書の筆使いのポ
イント等について、繰り返し再生し、確認しながら追究することができる。

クラウド上に保存した教師等の範書動画を活用し、筆使いを確認することで、行書の筆
使いや特徴を視覚的に理解することができる。

※表内の指針１～６は、「ICT活用授業指針」８ページにあるICT活用授業の目指す姿１～６を表しています。
※ ICTの導入が目的化しないように、ICTを活用する場面と活用しない場面を効果的に組み合わせることが重要です。
※評価の観点 【知】＝知識・技能 【思】＝思考・判断・表現 【態】＝主体的に学習に取り組む態度

指針２

指針４

指針６

ここで評価

一斉

一斉

一斉

個別

個別

協働

個別

クラウド

クラウド

クラウド

クラウド

クラウド

ICT活用授業モデル（デザイン編）


